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江 ロ ー 久*

Greetings of the Fulbe of Northern Cameroon

Paul K.  Eoucsn

   The purpose of this paper is to report Fulbe greetings heard in 
Diamare, Northern Cameroon, focusing the description on the for-
mulaic expressions and non-verbal elements which accompany verbal ex-

pressions. 
   First, the motive of greetings is explained in terms of the sense of 

shame  (semteende), and other components of Fulbeness  (pulaaku). 

   In the highly hierarchized Fulbe society social inferiors initiate 

greetings to superiors. The main factors which determine the hierarchy 
are: age, lineage, gender, Islamic activity, and wealth. 

   Greetings are exchanged in various places, such as the front of the 
house, vestibule, shaded area, room, and so on. The place of greeting is 
an indicator of the degree of intimacy between the two speakers. The 
more private the space, the more intimate is the relationship between two 
speakers. 

   In principle greetings are exchanged by two speakers. The greetings 
are chosen according to time, climate, space, length of time since the last 
meeting of the speakers, and the relationship between the speakers. 

   Greeting behavior is considered to be ritual, because people repeat 
the same procedure, and the greetings are formulaic. Even if one ex-
changes news in greetings, the responses do not necessarily reflect reality. 
They say only jam  'peace', even if they actually have troubles. Real 
news is exchanged after the greetings. 

   An ordinary greeting consists of four phases: 1) introductory 

phase, which begins with meeting and blessing each other, 2) ex-
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change of news, 3) leave-taking, and 4) blessing each other. 

Assalaamu aleykum opens the introductory part. Allah's blessings 

follow the introduction. One asks the jam of the counterpart. Always 

jam is included in the answer. When one expresses leave-taking, both of 
them bless each other. 

   Since the Fulbe have been living with other ethnic groups for a long 

time in Western Sudan, they have borrowed many greeting expressions 
from other ethnic groups. The verbs hoofn- and saan-, meaning  'to 

greet' in Fulfulde of northern Cameroon, are possibly derived from Zer-
ma and Hausa respectively.

0.は じめ に

1.フ ル ベ族 の社 会 の 伝 統 的 考 え 方 と挨 拶

　 　行 動

2.だ れ が だ れ に 挨 拶 を は じめ る か

　 2.1.年 齢,世 代差 に よる上 下 関 係

　 2.2.男 性 と女 性

　 2.3.支 配 者 と非支 配 者

　 2.4.イ ス ラ ム教 に お け る上 下 関 係

　 2.5.貧 富 の 差

　 2.6.現 地 の 人 と外 来 者

3.ど こ で挨 拶 をす るか

　 3.1.「 門 前(yolnde)」

　 3.2.出 入 口の 小屋(zawleeru)

　 3.3.日 除 け(danki)

　 3.4.居 室(suudu)

4.挨 拶 の 距 離 と身 ぶ り

　 4.1.挨 拶 す る両者 の関 係 の上 下

　 4.2.身 ぶ りと し ぐさ

e　　　檣 十巛A萱 覿 室 τ日

　 5.1.で あ い頭 か ら相 手 の祝 福 にい た る

　 　 　 部 分

　 　 5.1.1.「 ア ッサ ラ ー ム ・ア レイ ク ム」

　 　 5.1.2.相 手 に 接 近 す る ときの 「ア ッ

　 　 　 　 　 サ ラ ー ム ・ア レイ ク ム」

　 　 5.1.3.仕 事 を して い る人 に接 近 す る

　 　 　 　 　 とき の こ とぽ

　 　 5.1.4.で あ い頭 の祝 福

　 5.2.儀 礼 的 ニ ュー ス の交 換

　 　 5。2.1.相 手 自身,相 手 の 家 族,な ど

　 　 　 　 　 の平 安 に関 す る問 い

　 　 5.2.2.時 にあ わ せ た 挨 拶

　 5.3.別 れ の文 句

　 5.4.別 れ 際 の 相手 の祝 福

6.挨 拶 表 現 の こ とぽ遊 び

7.お わ りに

　 7.1.借 用語 と異部 族 との共 生

　 7.2.社 会 変 化 と挨 拶

　 7.3.キ ネ シ クス の可 能 性

0.は じ め に

　挨拶 とい うものは,さ りげな くかわ さている ようであっても,そ の形式,性 質,機

能,そ の象徴性 な どにつ いては,さ まざまな議論 を よぶ もので,そ う簡単にあつかえ

る た ぐい の も ので は な い 【GOFFMANN　 1967;LAVER　 1981;GooDY　 l　972;FIRTH
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　挨拶は,社 会生活を円滑におこなってい くために,た いせつなエチケットの一つで

ある。エチケッ トの基本は,適 当なときに,適 当な行動をとり,相 手の礼を損なわな

いということである。

　挨拶を贈与 とのアナロジーで考えることもできる。なぜなら,直 接的,間 接的に,

相手にたいす る挨拶には,返 礼が期待されているからである。強者の庇護を うけな く

てはならない,社 会的弱者にとっては,身 分の うえのものにたいする挨拶の返礼に,

生活がかかっていることもある。

　挨拶は,口 か らでることばだけでなく,目,頭,手,足,胴 体などの身体の動き,

着ている服装などをもってあらわされる。だから,挨 拶行動全体の研究は,た いへん

広範囲にわたる。

　高度に通信の発達 した有文字社会では,対 面してかわす以外の挨拶あるが,無 文字

社会においては,大 部分の挨拶は,対 面による挨拶である。

　本稿では,東 方方言をはなすカメルーン北部のフルベ族の挨拶行動のうち,対 面に

よる,二 者のであいのときと別れのときにかわされる紋切 り型の言語表現を中心とす

るものにかぎり,記 述考察をおこないたいとおもう。なお,本 稿のもとになる資料は,

すべて筆者の1969年 から1992年 までにわたる,東 方方言のはなされるディアマレ地方

の最大の街マルアを中心 とする民族学的参与調査,き きとりなどにもとつ く1)0

　本論にはいるまxに,フ ルベ族の挨拶Y'関 する先行研究とその問題点についてのべ

ておこう。

　 フルベ族の挨拶についていままで唯一 といえる論文を書いた,ラ バチュは,フ ルベ

族の挨拶を,序 言,す なわち,も てなしのとき,中 心的な部分,す なわち,ニ ュース

の交換,結 論,す なわち,い とまごいの三部分にわけて,マ リ,ニ ジェール,カ メルー

ンの諸方言の例をあげて考察 し,フ ルベ族の挨拶は,宗 教的にも,社 会的にも,心 理

的にも,生 命的行為であると結論づけている 【LABATUT　 1989】。本稿では,ラ バチュ

による挨拶の三部分の考え方を基本的には継承 しフルフルデ語の挨拶に関するタクソ

ノミーについて吟味 し,北 部カメルーンの東方方言における挨拶の言語表現の記述を

試みた。 しかしながら,ラ バチュの論文は,そ の発想はおもしろいが,ど の方言圏に

1)　 カメルーン北部のフルフルデ語は,お おきくわけると,マ ルアを中心とするディアマレ方

　言(fuunaangeere)と,ガ ルアとガウンデレを中心としてはなされている西方方言(hiir-
naangeere)の 二つがある。前者は,伝 統的な形を維持 している方言と考えられている。前

　者の話手たちによると,後 者は,た いへん崩れた形をしていると考えられている。なお,後

　者は,ナ イジェリアのヨーラでもはなされている。
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おいても,精 密な記述に もとつ く資料 をもっていなか ったので,各 方言か らの例 を恣

意的に論文に ち りぽめるだけにな って しまっている。

　 アーノ ッ ト 【ARNOTT　 l971】 は,西 方方言 のは なされ る地域 の西 の ゴンベ地方 のイ

ブラ ヒーム ・ジャ ッロ ・ワジ リに よって書かれた,学 校に子 どもをあずけ ようとす る

父親 とコーラン学校の先生 との会話 の例に詳 しい注をつけてお り,そ のなか にい くつ

かの挨拶例がでて くる。 この挨拶 は,形 態的に複雑で,本 稿 の例 に よく似 ているが,

この論文か ら,ゴ ンベ地方 の挨拶 の全体を知 ることはで きない。

　 西 方方 言 よ りず っ と西 の ソ コ ト(Sokoto)方 言 を記 述 した,ヴ ェス テ ル マ ン

[WESTERMANN　 1909】 と西方方言 をあつか った ク リ'ゲ ンヘ ーベ ン 【KLINGENHEBEN

1963】 は ともに,現 地 をふ まず して,イ ンフォーマ ン トを使 って研究をお こない,文

法書を書 き,そ のなか で,挨 拶について簡単に述べているにす ぎず,そ の内容は,と

ぼ しい。

　 ノワ 【NOYE　 19741はJテ イラー 【TAYLOR　 l9531の 記 述を参考に し,東 方方言 の

挨拶 の言語表 現の紋切 り型(formules)を 実 用 目的 のためにその簡単な使 用条 件 とと

もに記述 している。

　 本稿 では,ノ ワ,テ イラー,ス テンネス[STENNESS　 1969】 の と りあげなか った,

不十分 ではあ って も,非 言語的要素について紙面 を さいたばか りではな く,紋 切 り型

の例 の充実 をはか り,挨 拶についての民族学 的記述 の枠組みをつ くったが,各 地方 に

おける挨拶 の体系 は,こ れか らの課題である。

1.フ ルベ族 の社会 の伝統的考 え方 と挨拶行動

　 カ メル ー ン北 部 の フル ベ族は,礼 儀正 しさ(ladabu),忍 耐 強 さ(munya1),恥

(semteende),人 間 ら しさ(neddaaku),立 派 さ(daraja),イ ス ラ ム教 徒 ら しさ

(juulndamku),勇 敢 さ(ngoru),愛(endam),も の 惜 しみ を しない こと(caahu),

自 由(ndimaaku)な ど の要 素 な ど に よ っ て 構 成 され て い る,「 フ ル ベ ら し さ

(pulaaku)」 とい う考え方を もつ(VerEecke【1988】 参 照)。

　挨拶をす るとい うことは,こ れ らのすべ ての観点か ら 「フルベ らしさ」 を満足すべ

く,か つ,そ れが 「道にかな った こと(doole)」 と して,お こなわれ ている と考 えら

れ る。

　 エチ ケ ッ トを しての挨拶は,ladabuと い う考 えか らお こなわれ る。　ladabuに は,

礼 儀,丁 寧 さ,遠 慮,遠 回 しの表現 な どの意味 を もつ。ladabnに は,こ とば遣いだ
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けでな く,身 の動か しかた,し ぐさ,目 のお きぽ,相 手 と距離を とることな どに よっ

て,表 現 され る。 だか ら,1adabuは,相 手 の 「顔」 に プラスの働 きをす ると考 え ら

れ る。

　 こち らが,ladabuに したが うため に,身 を低 くして,相 手 をひたす ら高 める とき

に起 こる不満 な気持 ちは,忍 耐 強 さ(munyal)で も って堪 え忍ばれ る。 したが って,

モ ラルのために,munya1は,適 当な コン トロールをあた えているともいえ る。かれ

らの忍耐 の限界は,相 手の母親に関する悪態 を 口にす る ところでおわ るとい うことに

な っている。 これが,フ ルベ らしさの一 つにこな っているこ とは,か れ らが,多 くの異

民族 のなかで生活 して きた こととも関係があるだ ろ う。

　 フルベ族は,自 分 の感情を直接あ らわす ことは,恥 ずか しいことと考 えてお り,相

手 との直接 の衝突を きら う。だか ら,相 手 とは,意 見が あわ なか った り,き らってい

て も,相 手 にそ の ような感情を直接あ らわさないのが普通 である。デ ィアマ レ方言 で

は,腹 の なか で お もって い る こ とを,直 接,口 や顔 色 に あ らわ さな い ことを,

Yillagaakuと よぶ2)0こ の よ うな理 由か らも,フ ルベ族 の挨拶 もたいへん儀 礼的な も

のであ るとい うことがわか る。

　 semteendeは,自 分が相手 よ り身分が低 いな ら,自 分か ら挨拶を しない といけない

し,自 分が相手 よ り身分が高いな ら,相 手か ら挨拶 をされ ない と,相 手 と自分 の身分

関係 の肯定が なされていないわけなので,内 心 こころおだやかな らない気持 ちを起 こ

させ る。 このsemteendeは,挨 拶行動 のモテ ィヴェーシ ョンとい う意味か ら,他 の要

素 よ りもず っと重要であ ると考 えて よい。人 々は,自 分 の顔を失 わない よ うに行動す

るし,相 手 の顔 をた てる よ うに注意 をは ら う。顔 を失 った ら,た いへ ん恥 ずか しい

(cemtu(fum)こ とに なる。 ここで,注 意 してお きたい ことは,実 際には,相 手を ど

うお もってい るか よ りも,習 慣上要 求され ている,儀 礼的挨拶行動 を相手 に対 して と

らない ことが,恥 ずか しい ことなのだ。通過儀礼 などにお いては,第 三者 の 目も気 に

しな くてはな らない。葬式 のお りな ど,お 悔やみ にいか なければ相手 とそ こにいる家

族,町 内,村 内などの人hyr恥 ず か しい とい う理 由ででかけてい くことが,は なはだ

多い。

　 また,同 じよ うな理 由で,人 々は,い かに して,相 手に卑 しめ られ ない ように,人

々に接す るかを考え る。だか ら,た とx,屋 敷 内で仕事中,上 半身 が裸 であって も,

外 出の ときに,で きるだけ着飾 っていこ うと した り,伝 統的首長(laamiido,　 laamdo)

2)Yillagaと は,氏 族名で,と くにこの氏族は,感 情を表にあらわさないとされているから

　である。
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や,地 方長官 な どの前にで るときには,人 々は,も っともよい着物 を きてでかけ るの

もそのためだ。

　 今 日,フ ルベ族 の社会には,王(laamdo,　 laamiido)が い て,王 は,一 般人 よ りも

身分が高 いこ とにな ってい る。 しか しなが ら,か れ らの うちには,自 由人 の フルベ族

は,自 由であ るとい う気持ちをひめてお り,自 由人のあいだでは,お たがい対等にあ

つか うこと,す なわち,人 間 ら しさ(neddaaku)が,大 切に され る。 これは,イ ス

ラム教徒 のあいだに ある,お たがいの平等観 ともつなが りがあ る。 おそ らく,こ のイ

ス ラムの伝統 とあい まって,人 間 らしくあつかわれ ることを期待 している。 もしこれ

が,守 られないな らぽ,あ るいは,挑 戦 を うけ ると,伝 統的には,し ぽ しば,死 ぬ こ

とを もおそれ ないで,勇 敢にたたか うことが,期 待 されている。

　 目上 の人 が,第 三者 のみ てい る ところで適当 な挨拶 を うけ る ことは,光 栄 な こと

(daraj　a)で あ る。 この挨拶にた い しては,贈 り物(gooro<「 コーラの核」),施 しも

の(sadaka<ア ラ ビア語 ＄adaqa<ヘ ブ ライ語 爭。daqah)な ど の形で返礼す ることが,

期 待 され てい る。 このとき,だ し惜 しみ を しない(caahu)の が,フ ルベ ら しさの よ

い ところ と考え られてい る。 これは,一 般の人 々のあいだで も,お な じこ とである。

2.だ れが だれに挨拶 をは じめ るか

　一般に,目 下 のものが,目 上 の ものに,あ るいは,身 分が低い ものが,高 い ものに,

社 会的 ヒエ ラルキ ーの低い ものか ら,高 いものに,挨 拶 をは じめ ることにな っている。

　 また,伝 統的首長 な どが,グ リオ(bammbaado/wammbaa6e)な ど の 口を とお し

て一般人 に,あ るいは,グ リオが,聴 衆 に,「 わた しは,み な さんに挨拶 してい ます

(Mi　 saani　 on　 fuu)」 とい うばあい,こ の挨拶 は,一 対多であ る。また,数 人が同時 に,

伝 統的首長な どの高位にある ものに,挨 拶す ることがあ る。 これ は,多 対一 ともいえ

る。 しか しなが ら,こ の ようなこ とは,い わば例外で,普 通,挨 拶 は,相 手の面前で

一対一でお こなわれ る
。

　二人の話者の上下関係を決定す るのに重要な役割をはたす,年 齢,世 代,イ スラム

教,社 会階層,性 別,貧 富 の差 な ど上下関係を決定す る要素の内容をみてみ よう。

　実際にごは,こ れ らの要 素がか らみあってい るの と,本 人の意 図次第 で どちらが さき

に挨拶をは じめ るかは,予 測 がつきに くいばあいが多 くある。
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2.1.年 齢,世 代 差 に よる上 下 関係

　親族 内では,冗 談関係(dendootirgo)が あ る交差イ トコ(den(firaawo/dendiraa6e)

の あ いだ以外は,年 齢の うえの もの,う えの世代 にあるものには,話 者は,相 手 を,

そ の名 でよびつけにす ることがで きない。 かれ は,相 手を 自分に とってだれに当た る

か とい うこ とを しめす尊称(soomoore),あ る いは,タ イ トル名 といえる もので相手

を よぽ なけれぽ ならない。逆に,話 者 は,自 分 よ り年齢 の低い,し たの世代にあ る人

には,そ の名で よびつけにす ることがで きる。 よびつけ にされ る人は,よ びつけをす

る人 の 目下 であるとい うことがで きる。

　 た とえば,あ る人 の名前が,Hammaduで あ る場合,そ の父親は,自 分 の子 どもを

Hammaduと よび,　Hammaduは,自 分 の父親を,　baaba　 r父 」 とよぶ。

　 フル フルデ語 の親族名称 の内,deerdiraawoは,父 を同 じくす る兄弟 お よび,平 行

イ トコを しめす が,か れ らのあいだ では,年 上の人には,soomooreを 使 わ な くては

な らない。

　 親族外では,親 族 内の上下 関係 の類推がはた らき,親 族内にその人をおけば,自 分

がその人に とって どの よ うな位置 にあるか を判断 し,soomooreを 使 うか どうか きめ

る(江 口 【1985】参 照)。

2.2.男 性 と女性

　女性は,男 性に挨拶をは じめることになっている。けれども,女 性が,支 配者の妻

や母などであるばあいには,男 性でもその女性に挨拶をは じめなけれぽならない。

2.3.支 配 者 と非 支配 者

　 身分差 とい うのは,伝 統的首長 な どで代表 され る伝 統的支配者(sarawta)と 一 般

者(talaka)の 成 員 ど うしがであ った ら,一 般人 が,支 配階級 に挨拶 をは じめ る。 自

由人(dimo)と そ の奴隷(maccudo)の ぼ あ いには,奴 隷は,主 人に挨拶 をは じめ

なけれ ばな らない。けれ ど も,自 分の主人以外の人には,そ のか ぎ りでは ない。

　独立後 にで きた さまざまの レベルの役所の長な ども,一 般 の人 よ りも うえにあ る人

とみ られてお り,挨 拶 を うけ る側にあ る。 また,商 店主,ガ レージのもち主,市 場の

店を もってい る人,そ の他 の雇主は,jaagordoと よばれ,挨 拶を うけ る側にあ る。
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2.4.イ ス ラム教 にお け る上 下関 係

　 イス ラム教は,い くつか のタイ トルをつ くりだ した。王(laamdo,　 laamiido)は,

聖 戦を し,イ ス ラム教徒 の住む 国をつ くりあげた人 々の末裔 であ るとい う意味 で,イ

スラム教徒の庇護者 であるので,王 は,イ ス ラム教の タイ トルである とも考え られ る

が,今 日,人 々は,王 を世俗的 タイ トル と してみてい る。

　 イス ラム教徒 たちは,各 居住地 区(fattude/pattule)に モ ス ク(j　uulirde),コ ー ラ

ン学校 を もってい るが,こ の両施設の役職者に敬意をは ら う。 この役職者 とは,モ ス

クで,五 回の祈 りの時 間を知 らせ る係 りのladan,祈 りを先導す る役 目の1iman,コ ー

ラン学校 で教鞭 を とるmallumな どであ る。 コーラン学校 を卒業 した人 たちは,一 応

mallumを よぶ ことも可能だけれ ども,教 鞭 を とっているmallumほ どの尊敬 を うけ

ることは ない。 コー ラン学校 の先生 にさ らに難 しい ことを教 える教 師は,moodibbo

を よぼれ,イ ス ラム教育 の頂点 にたつ。moodibboは,各 王国にいるイス ラム法 によ

る裁判 官(alkaah)を か ね ることが多い。 これ らのイス ラム教 のタイ トルを もつ人 々

は,生 徒 や,一 般 の人 々の,挨 拶を うけ る側 にあ る。

　 聖地巡礼を済 ませた人(男 性 は,alhaji,女 性 は,　hajj　a)は,ま だ メ ッカに巡礼 に

い っていない人 たちか ら挨拶を うけ ることにな っている。足 でメ ッカにいってきた人

hは,た いへ ん尊敬 され ていて,男 女 とも挨拶 を うける側 にある。けれ ども,最 近,

航 空機 で簡単 に メッカ参 りを した人は,あ ま り尊敬 され ていないので,そ の肩 書 きは,

無 視 され る傾 向にある。

2.5.貧 富 の差

　富 んだ人 々は,財 産のない一般の人hの 挨拶 を うけ る。挨拶を さきに され た ものは,

挨 拶 を した人 よ りも金持 ち とみ な されて いるわ けだか ら,挨 拶 をは じめた人 に喜捨

(sadaka)を す る ことが期待 され てい る。 しぼ しぼ,貧 しい人 は,富 んでいる人が,

施 しものを して くれ るまで,そ の人の まえを離れ ない。 こうして,富 は,豊 か な人か

ら,貧 しい人 の ところに流れ る。貧 しい人が 自分 よ り上位 にいる人 の ところにい って

そ こで,じ っとはべ ってい ることを フルベ族は,faadaago　 と よぶ。富者が貧者 に施

しものを しない ことは,恥 ずか しい こと(cemtudum)と され る。 しか しなが ら,同

時 に無制限に人か らの喜捨を うけ ることは,恥 ず か しいこ ととされ る。

　商人 は,自 分 の客 にた い し,挨 拶をは じめる。 客が商人 に率先 して挨拶 した場合に

は,商 人 はそ の客 に値引 きをす ることが期待 され ている。
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　 自分 とお な じくらいの社会的地位にあ る人 は,自 分か ら率先 して,挨 拶 を開始す る

か,挨 拶 を うけ る側にたつかを決定す る。相手 か らの恩恵を期待す るぽあいには,率

先 して挨拶 をすべ きであ る。恩恵をあたえ るのがや っか いなばあいには,下 手にで る

とい うわけ である。

　 人hに お世 辞 を い って,生 計 をた て てい る,職 業 的芸 人(bammbaado/wamm-

baa6e)た ち は,ほ とん どのば あい,挨 拶を率先 してお こない,相 手 に,下 手にで る

機会をあたえない。 こうしてかれ らは,報 酬を手 にいれ る。

　 2.6.現 地 の 人 と外 来 者

　一般的 にこ,外 来者(kodo/hod6e)は,現 地 の人 々には,敬 意 をは らうことにな っ

てい る。外来者 は,訪 問先 の長,有 力者な どの ところを訪問 し,挨 拶す るこ とが,期

待 されてい る。 この訪 問者 が,め だ って上位にあ るばあいは,地 元 の ものが,挨 拶に

くるのが,原 則であ る。

3.ど こで挨拶をす るか

　挨拶は,ど んな場所でも可能であるが,挨 拶のおこなわれる場所の うち,も っとも

大切な次の四ヵ所についてのべておこう。

　 3.1.　 「門前(yolnde)」

　yolndeと は,屋 敷 の入 り口で,普 通,道 路 に面 した ところで,フ ルベ族の屋敷 に

は,門 はないが,こ れ は,い わぽ,「 門前」 ともいえ る場所 であ り,挨 拶 をかわす重

要な場所 となる。

　 フルベ族 の男たちは,と くに屋敷 内に用のないぽあい,自 分 の,あ るいは,近 所の

屋敷のyolndeに す わ った り,横 になった りして,時 をす ごす。多 くの人 々は,そ こ

で夕食を ともにす る。 同様 に,伝 統的首長 も,臣 下 とともに,王 宮の まえのyolnde

に す わ って,時 をす ごす。商人 たちも客 のない とき,店 の外 ない しは,は いった とこ

ろに,椅 子 などをおいてすわ っている。 これ も,yolndeに ち かい場所 であ るといえ

る。

　職人の多 くは,yolndeも し くは,　yolndeに つ くられた,日 覆 い(danki)で 仕 事を

す る。

　 イス ラム教の コーラン学校 の先生 たちのほ とん どは,こ のyolndeで 学 生,生 徒た
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ちに教 え る。 もっとも,yolndeに 場 所 がない先生 たちは,入 り口の間(zawleeru)で,

教鞭 を とる。

　 一般 に,訪 問者が他人 の屋 敷(saare)を お とずれ るときT入 り口(yolnde)で,

履 きものを とる ことが多い。た とえ,相 手の屋敷 のなかY'は いっても,も うす こしで

面会 す る人の 目に とまるまえあた りに,履 き ものをぬ ぐ。 相手の居室(suudu)の な

かにはい るときには,む ろんかな らず,履 きものを とらな くては ならない。履 きもの

は,履 きものの先端を家の内部にむけた形 でぬぎおかれ る。

3.2.出 入 口の 小 屋(zawleeru)

zawleeruと は,屋 敷の入 り口にあ る小屋 の ことで,重 要 な空間であ る。ふつ う,屋

敷の 出入 りは,こ こか らお こなわれ る。zawleeruは,雨 が降 った り,太 陽 の 日差 し

が きつ いときの,休 息場所 で もある。 また,zawleeruは,外 部か らや ってきた人の

接客空間で もある。旅人あ るいは,見 知 らぬ人,あ るいは,疎 遠 な人がや って きた と

き,主 人 がyolndeに い るなら,ま ずは,そ こで1簡 単 な挨拶を し,　zawleeruに 相 手

を導 き入れ,も う一度挨拶を しなおす。

　一家 の主(jawmu　 saaxe)が,屋 敷の奥にい るぽあい,訪 問者は,　zawleeruの 外 で,

来 意をつげる。一家 の主人は,相 手をzawleeruに 引 き入れ,挨 拶 をかわす。

3.3.日 除 け(danki)

　屋 敷の中心部 には,普 通,dankiと よばれ る,日 除けがつ くられ てお り,こ の 日除

け部 分には,飲 み水 のは いった,瓶 な どもおかれ ている。一家 の者に とってかな り親

しみ を もたれ てい る人は,yolndeか ら,来 意 をつげ,あ るい は,省 略 して,こ の

dankiの と ころ まで直接や って くる。そ うして,家 の者 と,来 訪者は,　dankiで 挨 拶

をす る。

3.4.居 室(suudu)

　一般にフルベ族は,主 人,そ の妻は,そ れぞれ居室をもってお り,居 室を休息,睡

眠の場所だと考えている。

　自分にとって親 しい同性の人が,や って くると,し ばしば,自 分の居室まで導きい

れ,挨 拶をかわす。ただ し,一 世代離れた者,す なわち,祖 父,祖 母と孫の関係に相

当するようなものの訪問の際は,性 の区別は,厳 密ではない。

　 したがって,相 手 との親 しさという観点からみれば,家 の周辺では,居 室,日 除け,
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出入 口の小屋,「 門前」の順に挨拶をする場所がえらばれるといえる。

4.挨 拶 の距離 と身ぶ り

4.1.挨 拶す る両者 の関係の上下

　挨拶をする二人のあいだの距離は,身 分の差異がおおきけれぽ,お おきいほど長 く

なる。また,二 人の関係の親疎は,そ の二人のあいだの距離であらわされる。伝統的

首長 と挨拶するときは,側 近のもの以外は,伝 統的首長 と数メー トルの距離をおくの

が普通である。身分の差がほとんどないもののあいだでも,握 手のあと,数 十センチ

の距離をおいて挨拶する。

　親しい人 どうしでは,長 いあいだあっていないときなど,右 前腕を相手の方のうえ,

左前腕を相手の腕のしたに回 し,抱 きあ うことがある。

　伝統的首長のまえでは,人 々は,帽 子をぬいで,挨 拶をする。ここは,一 般の人の

挨拶とは違 う。一般人 どうしの挨拶の際には,帽 子をとらなくてよい。

4.2.身 ぶ りと し ぐさ

　伝統的首長に ことぽに よる挨拶 をす る とき,挨 拶をす る人は,帽 子 を と り,貫 頭衣

(dawrawol,　 ngapalewol)の 袖 にあた る ところを,両 腕で抱 きかか える ように し,膝

まづ き,地 面に 目をや り,直 接,伝 統的首長の 目をみない よ うにす る。 そ うして,身

体上部を上下にふ りなが ら挨拶す る。伝統的首長は,軽 く頭をふ り挨拶 を うけ る。道

ばた,市 場な ど,身 分差のない もの どうしが,挨 拶す る場合は,立 った ままの姿勢で

(dardarnde)双 方 向かいあい,相 手の顔をみなが らお こなわれ る。

　 ゴザ,砂 の うえな どでは,正 座 を くず した形 ですわ り,挨 拶をす る。 女性 が,男 性

に挨拶す る ときには,こ の姿勢 で相手の顔 をみない。

　葬式 の挨拶 をす る ときに,ま れに,女 性は,悔 や みをい う人 のちか くまでい くと,

地 面に声 をあげ なが ら,両 手を地面につ き,倒 れ る ことがある。

　 一方 が,車 のなかにいる ときとか,馬 に乗 って,い そいで通 りすぎ ようとす るとき,

双 方は,肘 を90°ほ ど うえにあげ,も しくは,ま っす ぐにのぼ し,手 をふる。

　 女性が,男 性に挨拶す るときには,地 面に膝をつ き,相 手の顔をみない ように して,

目上の ものか ら順位 に,一 人一人に挨拶す る。

　 一般に,男 は,相 手 の 目のまえで,Assalaamu　 aleykumと い うときには,前 腕 をか
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る く90°ほ どあげる。男たちは,挨 拶の ときに,握 手 をす る。握手は,右 手 でお こな

われ る。手 は,軽 くにぎるだけ であ る。 また,握 手 は,口 に よる祝福がそxら れ る。

女は,よ ほ ど親 しい人 ど うしでない と,握 手 を しない。

5.挨 拶 の言語表現

　 二者 のであいか ら別れ までの挨拶 の言語表現 に関係す ることば と して,フ ルベ族は,

silminaago,　 barkidingo,　 hoofnugo,　 saango,　usgo,　j　a66itaagoな ど として区別す る。 こ

の区別 とニ ューア ンスについて,以 下,説 明 した い。

　 挨拶 は,1)で あ い頭か ら,相 手 の祝福にいた る,い わ ば,導 入部,2)儀 礼 的 ニュー

スの交換(あ るいは,確 認),3)別 れ の文句,4)相 手 の祝福 の四つの部分 で構成 さ

れ ている。 しか しなが ら,3),4)は,省 略 され る ことがある。1),2)こ そ は,挨 拶

の核心部分 とい うことがで きる。 いずれ も,決 ま りきった表現でで きている。

　 マルアの人 々はたいそ う速 く,い そ いで,挨 拶をす ることで有名である。車 の窓か

ら,窓 のぞ との人 に挨 拶す るぽ あいが あげ られ る。 その ときの多 くは,Alla　 hokke

jam.　 Jam　 jam　 6anndu?「 ア ッラーが,あ なたに平安を与え られ ます よ うに。健康

か?」 とい う形を とるが,こ れ は,1),2)で 構 成 され ている。

　 マル アの フルベ族は,し ぼ しぼ,仕 事を してい る人の横を通 りすぎた りす る と,も

ともとカヌ リ族のいい方 である,Laalee.　 Laaleeko　 mon.　 Use.な ど とい う。 これは,

1)の み でな りた ってい る。

　 2)の 括弧 のなか のニ ュースの確認 とは,相 手の ところに死者 な どのあ るばあい,

は じめか ら相手に平安 がない とい うこ とがわか ってい るので,相 手 の ニュースを確認

し,同 情や,慰 めをあたえる ことが,期 待 されてい ることを しめす。

5.1.で あ い頭 か ら相手 の祝 福 にいた る部分

　 Salaamu　 aleykumと い う表現は,相 手に敵意がない ことを しめす と同時 に,相 手の

平 安を祈 るわけだか ら,こ れ は,最 善 の祝福 であ る。 自分の家,町 内(fattude),村

な どに,訪 問者 がや って きたぽあい,こ の訪 問者 には,地 元 の人 は,相 手を歓迎す る

(ja66aago)の が 常であ る。歓迎す る相手が一人のばあいは,　A　ja66aama一 人 以上

のぽあいには,On　 nja66aamaと い う。

　 このAja66aamaの あ とに続 くのが,で あい頭 の祝福 であ る。
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　 5.1.1.　 「ア ッサ ラーム ・ア レイ クム」

　 北 カメル ーンの フルベ族 は,イ スラム教徒であ る。原則的には,イ ス ラム教徒 とイ

ス ラム教徒 とが であ う,あ るいは,訪 問 す る,ま た,別 れ 際 に,(As)salaam(u)

aleykumす なわ ち,「 汝 らに平安 あれ」 とい う(こ れは,　silminaagoと い う)3)。 しか

しなが ら,こ れ は,大 変か しこまったいい方で,訪 問以外のばあい,省 略 され ること

もあ る。 イ ス ラム学者 は,ア ッサ ラー ム ・ア レイ クムを,フ ル フル デ語で,Jam

tabitit　dow　 moodonと 訳 す。 このaleykumと い うのが,「 汝 ら」 とい う複数形 になっ

てい るけれ ども,相 手が一人 のばあいで も,こ の形を使用 す る。 フルベ族 のイス ラム

学者 にいわせ る と,

Koo a tammi a  don nder saare feere maa boo, ngam malaa'ika'en  wonbe nder saare 

koofnaama bee "Salaam  aleekum.  " Ginnaaji juuldi don, malaa'ika'en don. Ngol 

juulataa kam Sheydaan wi'ete.

おま>xが た った一人 で,屋 敷内にい ると して も,何 人かの精霊 もい っしょに(屋

敷 のなか)に いるわ けだか ら,「 サ ラーム ・ア レイ クム」 とい った ら,か れ らに

も挨拶 した ことになる。(屋 敷 のなか には,)イ ス ラム教徒 の精霊 も,天 使 もいる

わ けだ。 イス ラム教徒 でない精霊は,サ タンといわれる。

　 だか ら,目 にみ える人 とい うのは,た とえ一人であ って も,そ の人 のそば に多 くの

目にみえない,精 霊(ginnawo1/ginnaaj　 i)カ ミい っ しょにい ることがあるので,そ の精

霊の ことも計算 にいれ て,「 汝 ら」 といわれ るとい うわけだ。

　 この(As)salaam(u)aleykum(ま た は,そ の ヴァ リア ン トのsalaam　 aleekum)に は,

通 常Wa'aleykumu-ssalaam(u)も し くは,そ の ヴ ァリアン トのwa-aleekum　 salaam,

「平 安,汝 ら に 」 と答 え る。 な か に は,Aleykumu-ssalaam　 rahmatullaahi　 wa-

barkaatuhuす な わ ち,「 汝 らに,あ われみ深い ア ッラーの平安 と祝福あれ」 と答 える

人がい るが,こ れ は,た いへ んまれ な例であ る。おな じく,ま れに,男 性 にたいす る

答>x方 として,Aleyka-ssalaam,女 性 にたい してAleyki-ssalaam,と い ういい方 があ

る。 いずれ も,フ ル フルデ語 では,Jam　 tabitit　dow　 maada厂 汝 にこ平安あ らん ことを」

とい う意味 であ る。前述 の精霊 の存在を考え る と,矛 盾す るが,そ こには,目 にみ え

る人のみに返 答 しよ うとす る多少 の合理的 な考>x方 が読み とれ る。

3)イ ス ラム教 徒 ど う しの あ い だ で,平 安(salaam)を も って 挨 拶 を か わ す こ とは,コ ー ラ ン

　 の10章11節,51章26節 に み られ る。
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　 5.1.2.相 手 に接近す る ときの 「ア ッサ ラーム ・ア レイ クム」

　 普通,伝 統的 な家族 では,大 人 も,子 ど もも,他 家を訪 問す る ときに,「 門前 」

(yolnde)で,(As)salaam(u)aleykumと お おきな声をあげ ることを教 え る。 しか し

なが ら,今 日,か れ らが嘆いているのであるが,子 どものなかには,他 家 を訪 問す る

ときに,こ の常識的な挨拶 の ことぽ をいわ ないものがい る。 これ は,伝 統的 な考 えか

らす ると,た いへん非常識,非 礼(ladabu　 woodaa)に な る。 ついでなが ら,訪 問者

が,Aleykumu-salaam(u)と い う返 答を うけ,「 ちか寄れ(War　 gaa'e,　gaa'enaa)」 と

いわれ ると,屋 敷 のなか にはいる。(As)salaam(u)aleykumよ りくだけたいい方 とし

て,「 許 された し(gaafara)」 とい うのが ある。婦人 も しくは,子 どもたちが,だ れ

かの屋敷 や,小 屋 にはいるときに用い る。男性が,使 うときには,こ れは,ハ ウサ族

的である と考 え らている。

　 かな り,親 しい間柄の人は,屋 敷にはい るとき,な に もいわずに,あ るいは,手 を

打 ち,相 手 のい る場所 にちかづ くと,相 手に き こえ るよ うに,「 参 ります(mi　 don

wara)」 とい う。黙 ったま ま,相 手 の ところまでい くことはない。

　 人 々は,こ の訪問者の声で もって,そ の人 を同定す る。 も しも,そ の声の主が,同

定 できない ときには,「 それ は,だ れ(Dum　 moye?)」 とたずね る。それにたい し,

訪 問者は,「 わ た しは,生 きてい るものだ(Min　 guuroowo)」 と答え ることにな って

い る。その よ うな ときは,普 通,家 人が屋敷 の入 り口まででむ く。そ して,家 人 は,

入 り口の間(jawleeru)で,訪 問者 に応対す る。

　 遠来 の訪問者には,水 を さしだ した り,ゴ ザを しいてや り,枕 を もって くる。訪 問

者 と訪問 され るもの との関係 に よるが,敬 意や親 しさな どをあ らわすために,羊,鶏

な どを訪問者 への歓迎 の しる し(ja66aama)と して屠殺す る こともある。

　 もの乞 い(toroowo)の 多 くは,各 屋敷 をたず ね歩 き,も の乞いをす るが,お 決 ま

りの(As)salaam(u)aleykum,　 gaafaraな どはいわない。 かれ らは,も の乞 いの歌を

うた うので,そ の正体を 同定す ることがで きる。

　 コーラン学校か らや って くる子 どものもの乞い(pukaraajo/pukara'en)は,　 Baraa-

ji　Allaも し くは,　Alaaro!と おお きな声をあげ るのでそれ とわか る。そ のため,か れ

らは,alaaro(多 分 これは,カ ヌ リ語 のAla-ro「 ア ッラーに」か らきている とお もわ

れ る),も しくは,alanankaaro,と よばれ る。

　 イス ラム教 の教師に よると,"Baraaji　 Alla"と い うのは,次 の意味 を もつ。

　　 "Hokkam,　 ke6aa　baraaji　her　Allaa"woni　 nder　man.　Allaa　hokkite　 6ura　ko　ndok-

　 　 kudaa　 mo.
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「わた しに施 しもの を して くだ さい。そ うして,ア ッラーか らこれ 以上 の報 い

(baraaji)を 受 けて くだ さい」 ア ッラーは,あ なたがわた しに くださった もの よ

りいいものをお渡 しくだ さるで しょう。

　 5.1.3.仕 事 を してい る人に接近す るときの ことぽ

　 は じめか ら訪 問の意 図な くして_道 ばた,畑 な どで,労 働 を している人 にあった場

合,ア ッサ ラーム ・ア レイ クムな どとはいわず,道 ゆ く人は,相 手に,useあ るいは,

1aaleeな ど と,カ ヌリ語起源 のことばでね ぎらいの挨拶 をする。　Noye　 kuugal?「 仕 事

は ど うか?」 ときくのは,ま ずは 〉相手を,useあ るいは,　laaleeな どの ことぽで,

ね ぎらってか らである。

　 5.1.4.で あ い 頭 の 祝 福

　 5.1.4.1.祝 福

　 祝 福 は,barkaと よ ば れ る 。 祝 福 す る こ と は,　 barkidingoと い う。

　 双 方 が,お な じ く ら い の 社 会 的 地 位 に あ る と,し ぼ しぼ,祝 福 に は,祝 福 で も っ て

答 え ら れ るa)0

　 相 手 を 祝 福 す る こ と(barkidingo)の 反 対 は,相 手 を 呪 う こ と(hudgo)と 考 え て

よ い 。 フ ル ベ 族 は,熱 心 な イ ス ラ ム 教 徒 で あ り,祝 福 に し ろ,呪 い に しろ,そ の よ う

な,行 為 の 主 人 公 は,ア ッ ラ ー の み で あ る 。 た と え ば,Alla　 hokke　 saa'a　 rア ッ ラ ー

が,好 運 を あ な た に,あ た え ます よ う に 」 とか,Alla　 naalu　 mo「 ア ッ ラ ー が あ の 人

を 呪 わ れ ま す よ うに 」。 こ の い わ ぽ 祈 り は,す べ て,ア ッ ラ ー を 主 語 と し,動 詞 の 語

根 は,-uも し くは,ゼ ロ,-oも し くは,ゼ ロ の 接 尾 辞 を と る 。

　 祝 福 の う ち で,も っ と も 基 本 的 な も の は,jamも し くは,　 nj　amuで あ る5)0両 者 の

4)先 生 と生 徒 の父 との 挨 拶 の ゴ ムベ(Gombe)方 言 の例 が あ る。生 徒 の 父 が,　Alla　 reene　rア

　 ッラ ーが 守 られ ます よ うに」 とい えぽ,先 生 が,Alla　 seyne「 ア ッ ラ ーが,幸 せ に して くだ

　 さ い ます よ うに 」 で 答 え る とい う形 が,設 定 され て い る 【EiRNOTT　 1971]。

5)jamは,ウ ォ ロ フ語 のjamm「 平 安,平 静 」 と密接 な 関係 に あ る と考 えた い。 す な わ ち,

　 jamm　 Oam:】`tranquilit鹽e　 1'ame'。 ウ ォ ロ フ語 の挨 拶 で も っ と も簡 単 で,も っ とも よ く使 わ

　 れ て い るの は,

　 　 　 Jamm　 ngaam　 (相 手 が 単 数 の 場 合)

　 　 　 Jamm　 ngeenam　 (相 手 が 複 数 の場 合)【C.L.A.D.1977:201】

　 　 フル ベ族 が,ウ ォ ロ フ族 と共 住 して い る と きに,お そ ら くこの こ とぽ を,な が い あ い だ 共

　 用 し,か れ ら が,東 に移 動 した あ と も,こ れ を 使 用 し続 け て い る と考 え て よい の で は な い だ

　 ろ うか 。

　 　 つ い で なが ら,こ のjamは,フ ル ベ 族 の 住 ん で い る と ころ ど こで で も,き け るけ れ ど,体

　 の様 子 な ど に関 して,フ ー タ ・ジ ャ ロ ン,フ ー タ ・トー ロ,マ ー シ ー ナ,ブ ル キ ナ ・フ ァ ソ,

　 ニ ジ ェー ル の一 部,ト ー ゴな どニ ジ ェー ル 川 の 西 の 地 域 で は,「 体 が,健 康 で あ る こ と」 を,

　 動 詞sellaで 示 す 。 た と えば,　A　sellii?「お まえ は,健 康 か?」,　 Mi　sellaa　rわ た しは,健 康 で

　 は な い」。
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差 に つ い て,あ る,イ ン フ ォ ー マ ン トに よ る と,

　 　 "Alla　 hokkee　 njamu"bee"Alla　 hokkee　 jam"fuu　 fotan.　 moo　 kam　 kalima　 gootel

　 　 wurti　 mo(<フ ラ ン ス 語mot)didi.

　 　 「ア ッ ラ ー が あ な た に7njamuを あ た え ます よ うに 」 と,「 ア ッ ラ ー が,　 jamを あ

　 　 た え ら れ ま す よ うに 」 は,ど ち ら も お な じ。 両 方 と も お な じ単 語 か ら き て い る 。

　 フルベ族がイス ラム化する まえには,Alla　 hokkee　 jamと い う挨拶表現がなか った

こ とが,想 像 され る。 これは,ア ラビア語 の表現 をフル フル デ語にお きかえたに違 い

ない。イス ラム学者に よる と,

"Alla hokkee jam" bee "Salaam aleekum" kam gootel . "Salaam aleekum" kam 
"Jam tabitit dow  moodon ."

「ア ッラーが,jamあ なた にをあたえ られ ます よ うに」 とい うの と 「サ ラーム ・

ア レイ クム」 とい うのは,お な じこと。 サ ラーム ・ア レイ クムは,「jamが,あ

なたがたの うえにあ ります ように」 とい う意味であ る。

　 しか しなが ら,イ ス ラム化以前 でもjamと い う考 え方が あ り,の ちに,　salaamuを

jamと して,解 釈 する ようになった と考えて よいのではないだろ うか。

　 すべ ての祝福 の ことばには,Aamiina「 ア ー メン」,あ るいは,　Alla　 humma　 aa-

miin,　 Alla　 jaabo「 ア ッラーがお答えにな るよ うに」 と答える ことになっている。 な

お,前 者は,ア ラビア語 であるが,後 者 は,前 者の訳である。Aamiinaの 意 味 は,「 ア

ッラーが,(あ なたの祝福に)答 え られ ます ように」 とい う意味であ るとされ る。

　 身分 の うえの人 にた いす る祝福には,Barkaa　 ma「 あ なたの祝福」 とい うこ とばを

つけ くわ える。

　 しか しなが ら,た いて いの人は,こ のAlla　 hokkee　 jamに た い して,　Aamiinaと

は,い わ ない。 なか には,Usoko(あ る いは,　Useko)「 あ りが とう」 と答 える人 が

いる。伝統的首長は,臣 下の祝福には,Usokoと い うことにな ってい る。

5.1.4.2.で あ い頭の祝福の例

以下頻繁 に使われ る祝福の例をあげてお こう。

Alla  barkidine6).

「ア ッラーが,あ なたを祝福 します よ うに」

6)イ ス ラ ム学 者 に よ る と,こ の表 現 は,ア ラ ビア語 のBaarka　 llaahuに 対 応 して い る とい わ

　 れ る。
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Alla  ende7).

「ア ッラーが,あ なたのめ んど うをみて くだ さい ます よ うに」

Alla  fabbine.

「ア ッラーが,あ なたを長 くた もたれん ことを」

Alla hokke.

「ア ッラーが,あ なたにあたえ られ んこ とを」

Alla hokke sabbungo.

厂ア ッラーが,あ なたに長寿 を さず けた まわん こ とを」

Alla hoynane.

「ア ッラーが,あ なたを楽 に して くださ らん こ とを」

Alla humtu muuyo maada.

「ア ッラーが,あ なたの願 いを きいて くださいます ように」

Alla　 jaabo　 do'a　 maada.

「ア ッラーが,あ なたの祈 りに答 られん ことを」

 Alla juttin  balde  maacfa.

「ア ッラーが,あ なたの齢を長 か らしめん ことを」

Alla  reene8)  .

「ア ッラーが,あ なたを守 りた まわん ことを」

Alla sabbinane.

7)　 このend一 に つ い て イ ス ラ ム教 師 に よる と,次 の よ うに 説 明 され る。

Ko wi'ete endam kam a don ayni goddo, nyaam (nyaamndu) maako, yar (njaram) 
maako, dum ko o  Bornoto, njamu maako, fuu, a don ayni, kanjum woni a endi mo. 
Aynugo dum hakkilango. Kosam wi'ete endam. Ngam daada don musina  Binngel mum 
haa ngel mawna. Kanko on hokkata ngel ko ngel nyaama har kosam man. Kanko yiiwata 
ngel. Kanko  we"itanta  ngel ngel waalo. Kanko wadanta koo dume fuu. Daada  6uran 
koo dume fuu endugo.

　　　endam(end一 の名詞形)と は,人 がだれかのことを気にかけることである。食べもの,

　　　飲みもの,そ の人のきるもの,な どのことを気にかけることである。それが,end一 す る

　　　ことなのだ。気にかけるとは,注 意することである。乳は,endamと いわれる。なぜな

　　　ら,母 親は,子 どもを育てるために,子 どもに乳をのます。母親は,そ の乳でもって,

　　　子どもの食べるものをあたえるというわけだ。母親は,子 どもを洗ってやるし,子 ども

　　　の寝床をつ くってやるし。子どものあ りとあらゆることをしてやる。母親は,end一 とい

　　　うことではだれにもまさる。

8)　 この表現には,次 の説明がされる。

Alla reene e sarri. Sarri kam ko zammbete. Ko latti kalludum kam naa fuu naa kanjum 
woni sharri?  Sarruwol ngol, sarriiji di. Alla reene, dum Alla ayne, malla, Alla hisne.
これ は,ア ッラ ーがsarriか ら,あ な た を守 って くだ さ い ます よ うに とい うこ とな の だ。

sarriと は,お ま>xの 邪 魔 を す る も のの こ と。 わ るい 結 果 を 招 くも の ご と はす べ て,　sarri

な の で は な いか?　 sarriは,　 sharriか ら きて お り,　sarruwolと い う形 を と る,そ の複 数

は,sarriijiで あ る。 これ は,い いか えれ ぽ,　Alla　ayneま た は,　Alla　hisneで あ る。
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　　 「ア ッラーが,あ なたを長寿 にいた らしめん ことを」

　　 Alla　seyne.

　 　 「ア ッラーが,あ なた を よろこぼせた まわん ことを」

　　 Alla　suddee　asirri9).ま た は,　Alla　suurree.

　 　 「ア ッラーが,あ なた の秘密を守 りた まわん ことを」

　　 Alla　Ovalle.

　 　 「ア ッラーが,あ なたを助け られ ます よ うに」

　　 Alla　warj　e　hayru.

　 　 「ア ッラーが,あ なたに幸せで もって報 い られ んことを」

　　 Alla　woonane10>.

　 　 「ア ッラーが,あ なたに よい ことをされ ます よ うに」

　　 Alla　yamdine.　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 _

　 　 「ア ッラーが,あ なたに平安にた もたせ たまわ んことを」

　　 Alla　yette.

　 　 「ア ッラーが,あ なたを褒 めたまわん ことを」

　 5.1.4.3.文 学 的祝福

　 文 学 的 表 現 で は あ る が,デ ィ アマ レ地 方 の フル ベ 族 の この む,ム ボ ー ク詩

(mbooku)の なか に次 の ような表現 があ らわ れ る。 この祝福 は,主 唱者が,観 客 の

なかの特定 の人にむか って,「 ご挨拶 も うしあげ る」 とい うことぽ とともに,発 せ ら

れ るもので,行 末の四音節 は,短 長長短 の韻律を もつ。

　　Alla　hokke　 duu6i　 dutal　gorgal.

　 　 「ア ッラーが あなたに,雄 ワシの齢 ほ どの長寿 をあたえた まわん ことを」

Alla ardore gal woodi.

9)　 これについての説明は次のようになされる。

Ko wi'ete suddaago asirri kam, konneeji maa fuu tata yi'anee ko halli her maada, tata laara 
ayiibe maa. To  yimhe anndaa ayiibe maa, naa asirri man  doo suddi? "Alla suddee 
asirri", bee Aarabre kam, "Shatara kallaahu." Waatoo, taa 6e ndaara sirri maa, taa 6e 
cemtinee woni.
Suddaago　 asirriと は,敵 が 決 して お まえ の都 合 の悪 い こ とを み な い よ うに,お まえ の 弱

点 を み な い よ うに とい うこ とで あ る。 人 が,お ま え の弱 点 を み な い な ら,お ま え の秘 密

は,守 られ て い る で は な いか?　 こ の表 現 は,ア ラ ビア語 で は,Shatara　 kallaahu.す な

わ ち,人 が,お まえ の 秘 密 を み て,お ま>xを 辱 め ない よ うに とい う こ とな の だ。

10)　 これは,次 のように解釈される。

 Alla hokke ko  hurata  woodgo.

　 ア ッラ ーが,よ りよい もの を あ な た に あた え られ ん こ とを。

す なわ ち,こ の　 woonaneは,*woodnaneと 解 釈 され て い る。
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「アッラーが あなたを よい方に,導 きたまわ ん ことを」

Alla　Ceniido　 mawnin　 maa.

「聖 なるア ッラーが,あ なたを育てたまわ んこ とを」

Alla　nii　njamu　 maa　 duura.

「ア ッラーに よ り,あ なたの平安長 か らん ことを」

Alla　yottine　numo　 maada.

「ア ッラーが あなた の想いを実現 させた まわん ことを」

Alla　woonane　 juut　balde.

「ア ッラーが,あ なた に よい ことを して くだ さ り,命 を長 らえ させた まわん こと

を」

5.2.儀 礼 的 ニ ュ ー ス の 交 換

　 ニ ュースの交換 とは,一 言 でいえぽ,相 手 の平安をたずね ることである。儀礼的 と

い うのは,実 際の状況 とは,関 係 な く,相 手 の問にたい して,紋 切 り型 の答 をかわす

こ とをい う。実際の ニュースの交換 は,決 ま りきった挨拶のあ とでお こな う。儀礼的

ニ ュースの交換 に対応す る ことば は,koofngol/koofli,　 caangal/caaleと い う。 それぞ

れ,hoofna,　 saanaと い う動詞か らきてい る。　hoofna,　 saanaは,挨 拶 をする,敬 意 を

あらわす よ うな ニューア ンスがある。 フルベ族 のイ ンフ ォーマ ン トに よると,

　 　 Ko　wi'ete"Mi　 saani　ma"naa　 a　yami　 njamu　 maako.

　 　 「わ た しは,あ なたに ご挨拶(saana)を も うしあげ ます」 とい うのは,そ の人が,

　 　平安か(nj　 amu)ど うかをたずね ることなのだ。

ま た,

Koofngol bee caangal dum huunde woore. Kunndude demde on cenndi.  Kunn-

dude, demde on latti feere feere. 

Gal ko dillani fommbina Kamerun, nanngi diga Garwa haa dilli Ngawndere doo,  5e 

mbi'an: "Mi hoofni maa." 

Yoo, lesdi Jama'aare boo  6e mbi'an: "Mi saani maa." "Saananam wayne", doo 

kam lesdi Jama'aare.

koofngolとcaanga1と は おな じこ と。 いい方が ちが うだけであ る。 いいあらわ し

方が,ち が うだけであ る。

カメル ーンの西側,す なわ ち,ガ ルアか ら,ガ ウンデ レのほ うでは,人hは,
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Mi　 hoofni　 ma.と い う。

デ ィ ア マ レ地 方 で は,Mi　 saani　maa.と い う。　Saananam　 wayne　 rだ れ か に,挨 拶

(saana)し て お くれ 」 と い うの は,デ ィ ア マ レ地 方 の い い 方 だ 。

　 しか しなが ら,hoofna,　 saanaの 用 途 はちが う。 しぼ しば,デ ィアマ レ地方 では,

死 者 のでた家に 出かけて,挨 拶 し,お 悔 やみ をい う場合は,saanaを 使 う。あるイス

ラム教 の教師 のイ ンフ ォーマ ン トに よる と,こ の用法 まちが っている とい う。これは,

イ ス ラム教の聖戦の中心地であ ったナイジ ェ リアの ソコ ト方言が,今 日で も,コ ー ラ

ン学校 のアラ ビア ・フル フルデ語 の翻訳 な どにも使用 されてお り,そ の影響 に よる も

のか も しれない11)0

To wayne wi'i: "Wayne maayi, mi dilli saanoygo", kanjum kam bilkaare. "Mi dilli 

hoofnoygo" har amin kam maayraado. "Mi dilli saanugo" boo caanngal boo 

jamo. Hoofnugo kam maayraado.

も しもだれ かが,「 だれ かが死んだ。挨拶(saanoygo)に い って くる」 とい うな

らぽ,そ れ は,無 知 に よるものであ る。 わた したちは,「 挨拶 にい って(hoof-

noygo)く る」 とい う。「挨拶(saanugo)に い って くる」 とい うのは,健 常者 の

挨拶であ る。挨拶す る(hoofnugo)は,死 なれ たものにす るものだ。

saanaは,ハ ウサ語 圏に住む フルベ族 によって広 く使われ ることか ら,お そら く,

ハ ウサ族のsannuと い う挨拶 ことばか らきている と考 えられ る。

　あ る,イ ンフ ォーマ ン トに よる と,

　 　 "Mi　saani　maa"bee"Sannu"kam　 gootel.

　 　 「わ た しは,挨 拶(saana)を も う しあ げ ます 」 と い うの と 「こん に ち は

　　　(Sannu)」 とい うのはおな じこと。

　 saanaもhoofnaも,こ とばをもちて,挨 拶す ることであ る。 しぼ しば,時 間が な

いが,挨 拶を したい ときには,Mi　 saani　ma「 わ た しは,あ なたに御挨拶 もうしあげ

る」 とい う。 だれかに,自 分の挨拶を伝 えたい ときには,西 方方言のはな し手には,

11)　 ア ダマワ地方では,お 悔やみをfoofugoと い う。動詞foofugoに は,名 詞形はない。

　　 foofugoは,フ ルフルデ語の西方方言のうち,ニ ジェールよりのマ リ,ニ ジェールの西方,

　 ブルキナ ・ファソ,北 部 トーゴの一部で使われる,foofoと い う挨拶ことぼからきている。

　　 西方のフルベ族の人々のなかには,こ れは,「 息をする,生 きている」 という動詞,foofa

　 の命令形foofuか らきていると考えている人もいる。

　　 しかしながら,こ のfoofoと い うことぽは,ソ ンガイ ・ゼルマ族によっても使われる。こ

　 のfoofoと い うのを,日 常的な挨拶ことぽとして使用する人々は,す べて,ソ ンガイ ・ゼル

　 マ文化圏に住んでいることから考えると,ソ ンガイ ・ゼルマ語からの借用と考えるのが,自

　 然だろ う。
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Hoofnanamま た,　Saananam「 わ た しのかわ りに挨拶 しておいてほ しい」,す なわち,

「よろ しくおつたえ くだ さい」 とい う。 しか しなが ら,今 日,東 方方言地域で も,西

方 方言地域 か らの人 口流入 に よ り,hofnanam(<hoofnanam)と い う表現 を きくこ

とができる。

　 フルベ族の儀礼的 ニュースの交換 部の,い わぽ,キ ー ワー ドは,jamと い え る。 こ

のjamは,頻 繁に無変化で用い られる ことである。 た とえば,

　 　 Jam　 waali?　 「おまえは,無 事 に夜 をす ご したのか?」12)

　 　 Jam　 6anndu　 na?　 「お まえの体は,元 気か?」

　 この無変化の形にたい し,jamを 変 化 させて使用す る ことが ある。 これは,無 変化

形 の後 にでてきた もの と考 え られ る。 すなわ ち,こ のjamの 語 頭 子音 は,{y-～nj-

～j-}と 変 化 し,接 尾辞 とともに活用 され る。た とえぽ,

　 　 Ajam・o?　 「お まえは,元 気か?」

　　 Yim6e　 maa　 yam-6e?　 「あ なた の家族は,平 安か?」

　　 Saare　maa　 yam-re?　 「お まえの屋敷(=家 族)は,元 気か?」

　　〔Bikkon　maa　 njam-on?　 「あなたの子 ど もたちは,元 気か?」

　いずれに しろ,一 言でいえぽ相手の平安無事,す なわ ち,jamを 問 いただす ことな

のだ。 もっともみ じかいいい方では,Jam　 na?と い う表現 をす るが,こ れは,挨 拶 の

エ ッセ ンスともい えるものであ る。伝統的いい方 では,次 のよ うな表現を とる13)O

　 　Jam(ba)sagoo　 maada?　 「あなたの望む ように平安無事か?」

　　Kori　j　am?　 「平安無事であ ることを望んでい るが ど うか?」

　これにたいす る答は,jam,　 jam　 nii　r平 安,無 事」 であるが,そ れは,ア ッラーの

おかげ である とい うことを強調す るために,Alhamdu　 lillaahi「 ア ッラーに感謝 して

います」 とい うことばをつけ くわえ る場合がある。

　親 しい間柄あ るいは,少 しは,冗 談の気持 ちを こめて,Jam　 woodaa　 r平 安 はない」

な どとい う人 もい る。 しか しなが ら,多 くの人 は,自 分 がいった ことが,真 実にな る

のを恐れて,そ の よ うないい方を しない。

12)　 ア ー ノ ッ トに よ る とjam　 waaliのjamは,動 詞 の 主 語 で あ る とい う 【EiRNOTT　 1971】。

13)　 フル ベ 族 は,フ ル ベ族 の 村 に あ らた に や って きた,フ ル フル デ 語 を知 らな い,外 来 老 に は,

　 「無 知 な人 の使 う フル フル デ 語(bilkiire)」 で 挨 拶 をす る。 これ は,ヨmッ パ 人 な ど に対

　 して もお な じ態 度 で の ぞ む 。Jamを 無 変化 で使 うこ と に特 色 が あ る。　Jam?Jam　 jam?「 元

　 気 か 。 元 気 か?」

　 　 なお,無 知 な人 の フル フル デ 語 に つ い て は,江 口 【1971】参 照 。
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　 5.2.1.相 手 自身,相 手 の家族,な どの平安 に関す る問 い

　 相手 の健康,家 族な どについての平安 をたずね る ときに,で きるだけ,具 体的かつ,

直接 的な質 問は避け られ る。た とえば,お まえの妻(debbo　 maa)と い うかわ りに,

女 や女た ちを指す曖昧 な ことばで ある　kore/koreeji,女 た ちや子 どもた ちを しめす

rew6e　 bee　6ikkonの か わ りに,屋 敷を しめすsaareを 使 う。

　 相手 が,遠 来 の客 などであ ると,相 手の平安にこは じま り,家 族,友 人 〉さらに,相

手 の町内の人全員,村 人全員の平安をたずね る。村人全員の平安 な どとい うのも,決

ま り文句 の一部 である。

　村 落部 では,人 の平安をたずねたあ と,家 畜,畑 な どの ようす をたずね るこ ともあ

る。

　 なお,挨 拶 にたいす る返事には,否 定的な感情をあ らわ さない。 ふつ う,こ れ らの

質 問にjam「 平 安」 と答 えられ る。

　 その極端 な例 は,病 気 にな ってい る人は,「 わた しは,死 にかけ」な どとはいわず

Mo"ere「 おかげ さまで」.あ るいは,　Mi　 he6i　daama「 わ た しは,よ くなっている」

な どとい う。

　 相手 の平安 の問いかけには,次 の四つの言い方が され る。

　 1)「 主語+jam」 の形式。

　　　 Ajamo　 naa?Ajamo?　 「あ なたは,元 気か?」

　　　 Saare　maa　 yamre?　 「あなたの家族 は,元 気か?」

、　　 Koreeji13)maa　 jam?　 「あなたの女た ちは,元 気か?」

2)「Jam十 補 語(naa?)」 の 形式。

　 Jam　 6anndu(naa)?　 「あなたの体 は,健 康 か?」

　 Jam　 saare　maa(naa)?　 「あなた の家庭は,元 気か?」

　 Jam　 koreeji　maa(naa)?　 「あなた の女た ちは,元 気か?」

　 Jam　 6ikkon　 maa(naa)?　 「あなた の子 どもたちは,元 気 か?」

　 Jam　 iyaaluuji　maa(naa)?　 「あなた の家族 は,元 気か?」

3)「To+主 語 」の形式。

　 To　ardungal?　 「一家 の主 としての仕事は,ど うだ?」

　 To　ardanaago　 hoore　 mum?　 「しっか り仕事が できてい るか?」

　 To　saare　maa?　 「あ なたの家庭は,ど うだ?」
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　 　 To　iyaaluuji　 maa?　 「一 族 の も の た ち は,ど うだ?」

　 　 To　 koreeji　 maa?　 「あ な た の 女 た ち は,ど うだ?」

忍耐 力の有無 をたずね るの もこの形式でな される。

(A)-Toye　 munyal?　 「忍耐は あ りますか?」

(B)-Munyal　 doon.　 「忍耐はあ ります とも」

長 いあいだ会 っていなか った人には,し ぽ しぼ,次 の ようにたずね る。

To　wayreego?　 「長 い ことあっていなか ったが ど うか?」

おそ ら く,商 売 にたず さわ る人たちの挨拶か らでて きた ものだ ろ うが,次 の表

現 は,マ ルア特有 の ものである。 これにたいす る答は,doon　 rあ る」,　koydum

「簡 単,や さ しい」 な どであ る。いずれ も,こ の形式 に よる。

To　dawra　 fista?董4)　 「計画は したが,頓 挫 した ことは あるか?」

To　diida　wila?　 厂(地面に計画を)線 として書いたけれ ど,(う ま くいかなか っ

　　　　　　　　 たので)そ の線 をけ して しまった ことはあ るか?」

To　numa　 he　6ataa?　 「頭で考 えたけれ ど,手 にはい らなか ったこ とはあるか?」

To　taltaldils)duniya?　 「この世 の戦 いは どうだ?」

To　ko　en(fataa?　 「世話を してい る人たちは どうなっているか?」

To　laara　acca?16)　 「み てほ しい とお もった けれ ど,あ き らめ た ものは,あ る

　　　　　　　　　 か?」

To　wi'aneego　 ko　wi'aay?　 「い って も しない ことを,い ったな どといわれ るこ

　　　　　　　　　　　　　 とはあるか?」

4)「No+名 詞(あ るいは,動 詞)」

　 No　 6anndu　 maa?　 「あなたの体は ど うか?」

　 No　comri?　 「疲 れは ど うか?」

　 No　ha6re　bee　kuude?　 「しごとは どうな っているか?」

　 No　kuugal?　 「しごとは どうか?」

　 No　mba'ataa　 bee　bone　duniya?　 「この世の苦労は ど うだ?」

14)　 あ るイ ン フ ォーマ ン トに よ る と,to　 ko　numata　 humpitake,　 dawra　 fisti「考 え て い る こ とが,

　 うま くい くこ とをdawra　 fisti」とい う。

15)taltaldi　 duniyaは,　 ha6re　duniyaと 考 えれ ぽ よい とい う。

16)別 のイ ン フ ォーマ ン トに よ る と,こ れ は,ganyo　 laara,　acca「 敵 に み られ て,敵 に あ き ら

　 め て も ら った 」 とい う意 味 で あ る とい う。
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No　 ngorrataa?　 「ど う して い る の か?」

フルベ族 は,イ スラム暦 をまもる,断 食 月(suumaye)に,断 食 の様子をたずね る

こ とを 中心 とす る。

(A)-Noye　 suumaye　 wa'i?　 「断食 はどん な様子ですか?」

(B)-Koydum.　 「苦労はあ りません」

　 5.2.2.時 に あわせ た挨拶

　 5.2.2.1,気 候 に関す る挨拶

　 カメルー ン北部においては,基 本的に一年は,雨 期(duumol),寒 期(dabbunde),

乾 期(ceedu)に わ かれる。雨期 には,雨 が降 り,そ れ以外 の季節 には雨は降 らない。

雨期 には,湿 り気 のある,涼 しさがあ り,こ れ は,peewo1と よぼれ る。寒期 には,

乾 燥 した寒 さjaangolが あ る。雨期 に しろ,乾 期に しろ,暑 さは,そ のまま,「 太陽」

(naange)と よばれ るか,「 焼 けてい る」(gul(fum)と よばれ る。 したが って,天 候

は,気 候 によって条件づけ られている といえ よう。

　一年 中,暑 さについて,Toy　 naange?「 お 日さまは どうか?」,　 Toy　guldum?「 暑 さ

は どうか?」 とい う。

　雨期 に,Toy　 peewol?「 湿 り気のあ る寒 さは ど うか?」 とい う17)0

　 寒 期 に,Toy　 j　aangol?「 寒 さは ど うか?」 な どときく。そ の返事は,普 通,　Naange

(fon「 お 日さまはあ る(=暑 い)」,　Jaango1(fon「 寒 さはあ る(=寒 い)」。

　 ふざけ半分 に,jaango1「 寒 さ」を も じって,　Toy　 j　aangol,　toy　jaangerde?「 寒 さは

ど うか?　 腹 のなか の寒 さは ど うか(=空 腹か)?」 とい う。

　 5.2.2.2.時 間帯 に関す る挨拶

　 フルベ族 は,太 陽の運行 に よって一 日を大別 して,夜(jemma)と 昼(nyalawma)

に わ け る。 こ まか くい え ぽ,夜 明 け(subaha),午 前 中(beetki),正 午(caka

naange;midi),日 没 後,就 寝 まで くらい(hiirngo),真 夜 中(caka　 j　emma)に わ け る。

また,一 日の時 間は,五 つ の祈 りの時で もって よぶ。すなわ ち,夜 明けの祈 り(fa-

jiri),昼 下 が りの祈 り(zuura),夕 方 の祈 り(asiri),日 暮 れ の祈 り(manngariba),

就 寝 前 の祈 り(eesaa'i)。

　 これ らの時 間の感覚がすべて,か れ らの挨拶 に反映 されてい るわけではないが,夜

17)　 ま た,目 ざめ る まで に 雨 が 降 っ て い るの を 知 らな い で,居 室(suudu)で 寝 て い る人 に た

　 い して,訪 問者 は,abugaと い って挨 拶 をす る。 そ うす る と,そ う挨 拶 され た 人 は,　abuga

　 とい った人 に,贈 り物 を す る こ とに な って い る とい う[NoYE　 1989:1】 。
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と昼,早 朝 と昼前 と午後の区別 は,挨 拶 にあらわれ る。 と りわけ重要 なのは,朝 にな

され る挨拶であ る。朝の挨拶 では,無 事 に 「目が さめたか,夜 をす ご したか,起 きあ

が ったか」が問題に され,眠 ってい ることは,死 ん でいることへの アナ ロジーがあ る

ため,朝 のであいは大切であ ると考 え られ ている。

　一 日のあ いだ,ど の時 間帯に も,か れ らは,挨 拶をす るが,日 暮れ の祈 りの時間

(manngariba)に は,だ れ もが,モ ス クや家 の内側にい るか,家 に もどるためいそい

でいるので,路 上でながなが と,挨 拶す る人 はいない。

　人が挨拶をす る少 しまえ まで,相 手が平安無事 にす ごしたか どうかが〉問題に され

るわけ だが,早 朝 な ら,waa1-「 夜 をす ごす」,　daan-「 寝 る」,　yumm・ 「起 き る」,

weet-「 早 朝をす ごす」 な ど,昼 前 な ら,　nyall一 厂午前 中をす ごす」,午 後2,3時 か ら

日没前後 なら,hiirt-「 午後 をす ごす」 とい う動詞が使われ る。

　 これ には,次 の四つ のい い方が使われ る。

1)「 主語+動 詞+jam」 の形式。 この形式 にでて くる動詞 は,次 項 でのべ る,一 日

　 の時間 と関わ ってい る。

　 Awaali　 jam?　 「あなたは,平 安 の うちに夜 をす ごせたか?」

　 Ahiirti　jam?　 「あなたは,平 安 の うちに遅 い午後をす ごせたか?」

2)「jam+動 詞 」

　 Jam　 waali　fini?　 「平安 の うちに,夜 がす ぎたか,目 ざめたか?」

　 Jam　 weeti?　 「平安の うちに,早 朝 がす ぎたか?」

　 Jam　 nyalli?　 「平安 の うちに,午 前がす ぎたか?」

　 Jam　 hiirti?　 「平安 の うちに,午 後がす ぎたか?」

3)「jam(jam)+動 詞+主 語」 の形式。 これは,う え とおな じと考え られてい るが,

　 習慣的 に この形 を とらないもの もあ る。た とえば,On　 mbaali　 jam?「 あ なたた

　 ちは,平 安 の うちに夜をす ごせたか?」Jam　 jam　 mbaalidon?と は いわ ない。

　 Jam　 jam　 kiirtudaa?　 「あなたは,平 安 の うちに遅い午後ををす ごせたか?」

　 Jam　 mbeetudon?　 「あなたは,平 安 の うちに早朝をす ごせたか?」

　 Jam　 nyallu(fon?　 「あなたは,平 安 の うちに昼 をす ごせ たか?」

4)rNo+動 詞+二 人称」

　 No　mbaaludaa?　 「あなたは,ど の ように夜をす ご したか?」

　 No　mbaaldudaa?　 「あなたには,昨 夜 どんな ことが起 こったか?」

) 513



国立民族学博物館研究報告　　17巻3号

　 5.2.2.3.挨 拶 は,相 手 のさまざ まの状況に応 じて,臨 機応変 にお こなわれ,上 記

のい くつかの形式が,ま ざ りあ ってあ らわれ る。 た とえぽ,早 朝の挨拶 の例 は次 の通

り。

(A) —A waali  jam naa? 

(B)  —Alhamdu lillaahi, mi waali jam. 

(A) —Jam pindaa naa? 

(B) —Jam ba ngiddaa. 

(A) —Jam  banndu maa naa? 

(B) —Jam koodume. 

(A) —Jam  Bikkon maa naa? 

(B) —Jam koodume. 

(A) —Jam  rew6e maa naa? 

(B) —Jam. 

(A)  —Jam saare maa koo dume? Kori en yummodii? 

(B) —Ooho, jam koo dume. Walaa kesum. 

(A) —Kori a  daani booddum? 

(B) —Mi  daaniido.

(A)一 あ なたは,平 安の うちに夜をす ごせたか?

(B)一 お かげさまで,わ た しは,平 安 の うちに夜 をす ごせ ま した。

(A)一 あ なたは,平 安の うちに 目を さましたか?

(B)一 の ぞみ の とお り平安無事です。

(A)一 あ なた の体は,元 気か?

(B)一 ま った く平安無事 です。

(A)一 あ なたの子 どもた ちは,元 気か?

(B)一 別 になにこも問題 はあ りません。

(A)一 あ なたの妻た ちは,元 気か?

(B)一 元気 です。

(A)一 あ なたの家庭は,無 事か?　 おたがい,起 きあがれたか?

(B)一 は い,ま った く平安無事 です。かわ った ことはあ りませ ん。

(A)一 よ く眠れ たか?

(B)一 眠 れ ました。
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　 5.2.2.4.死 者 のでた家族へのな ぐさめ の挨拶

　男性は,人 まえで泣 かないけれ ど,女 性 の訪問者は,相 手 の屋敷 にはいる と相手に

きこえるよ うに,泣 きこえをあげ る。訪問者は,次 の よ うな ことをい う。 いわぽ,相

手 のニ ュースの確認 といえる ものである。訪問者が,男 性の場合,相 手 と握手をす る

ことが多い。

Asee, wayne goo maayi. Wayne ardake. Duniya nonnon,  wadan. Naa non 

duniya kam? Ayyee. Sannu. Sannu. On caanaama. On koofnaama e  maa-

jum. Alla yaafano en mo.

　　だれだれ さんが,亡 くな られ たそ うですね。だれだれ さんは,先 立 たれ ま した。

　　この世はそんな ものです。 この世 はそ んなものです。な るほ ど。 ご挨拶 もうしあ

　　げ ます。みな さんに ご挨拶 もうしあげ ます。亡 くな られた方のために ご挨拶 も う

　　 しあげ ます。 ア ッラーがわれわれ のた めに,あ の方を許 され ます よ うに。

挨拶を受けた人は,次 の よ うな ことばをか えす。

　　Usoko.　 Usoko.　 Usoko.　 Usoko.　 A　hooci　baraaji.　 A　he6i　baraaji.

　 　 あ りが とう。あ りが と う。あ りが と う。 あ りが とう。 あなたは,ア ッラーの恵 み

　　を うけ られ るで しょう。あなたは,ア ッラーの恵み を手 にいれ られ るで し ょう。

　 5.2.2.5.病 気 見舞 いの挨拶

　だれ かが,病 気 であるこ とを きけぽ,人 々は,見 舞 いにでかけ る。訪問者は,相 手

が重病 であ って も,相 手の様子をたずね る形式 を とる。 た とえば,

Sannu. Noye  6anndu maa wa'i? Noye  mba'daa? Kori bee daama? A  don 

 heBa  daano? Kori nii?

　　ご挨拶 もうしあげます。あなたの体の具合は?　 どうですか?　 よくなっていま

　　すか?　 眠れますか?　 どうですか?

　見舞いをうけた人は,病 状のいかんを問わず,た いへん肯定的な答をかえすことに

なっている。 しぽしぽ,病 人は,そ のような希望的な答のあと,死 んでしまうことが

ある。たとえば,

Alhamdu lillaahi. Daama. Bee daama Nyawu man hoyni. Koydum.

　 ア ッラーを賛美 します。 よくな ってい ます。 よ くな っています。病気は,軽 くな

　 っています。問題 はあ りません。

病気であ った人が,よ くなって歩け るよ うにな ると,人 は,次 の ようにい う。
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　　 Abaogtake　 naa?

　 　 起 きあがれ るよ うにな りましたか?

　 5.2.2.6.相 手 への同情や,な ぐさめには,次 の よ うな ことぽが使われ る

　　 Alla　 hoynane.　 「ア ッラーが,あ なた のため に(苦 労 を)軽 減 して くだ さいま

　　　　　　　　　　　す よ うに」

　　 Alla　hoynu.　 「ア ッラーが,(苦 労を)軽 減 して くだ さい ます ように」

　 5.3.別 れ の 文 句

　挨拶 をかわ したあ と,辞 意をのべ る(ja66itaago)。 しぼ しぼ,「 わた しは,あ なた

にい とまごいをいた します(Mi　 ja66itake　 maa)」 とい ったあ と,次 の ようにいわれ

る。

　　 mi　dilli　 「わた しは,い く」

　　 mi　huuci　 「わた しは,か>xる 」

　　 mi　hooti　 「わた しは,か>xる 」

　ただ し,こ のmi　 huuciと い ういい方は,マ ルア周辺 で しか使われない。　mi　hooti

は,西 方方言において広 く使われ る。

　 5.4.別 れ 際 の相 手 の 祝 福

　相手が,辞 意をのべ ると,そ れ にたい しJお たがいがおたがい祝福 しあ う。

　　 Alla　hokku　 en　jam.　 「ア ッラーが,わ れわれに平安を与え られ ん ことを」

　　 Alla　hawtu　 en　nder　jam.　 「ア ッラーがわれわれを平安の うちに再会 させ て くだ

　　　　　　　　　　　　　　　 さる ように」

　　 Alla　 yaaru　 yonki.　 「ア ッラーが,(再 会の ときまで)命 を長 らえたまわ んこと

　　　　　　　　　　　　 を」

　　 Alla　doftu　kosde　 maa.　 「ア ッラーが,あ なた とともに(<あ なたの両足 のお供

　　　　　　　　　　　　　　 を されん ことを)」

　　Alla　yottine　j　am.　 「ア ッラーが,あ なたを無事につかせたまわ んことを」

　　 Alla　tummbe　 cake　6ikkon　 maa　 jam.　 「ア ッラーがあなたを,無 事 にあなたの子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 どもの真んなかにおかれ ます ように」

　　 Alla　wartire　j　am.　 「ア ッラーが,あ なた を無事 にもどさせた まわん ことを」

　　 Alla　tawne　yim6e　 maa　 jam.　 「ア ッラーがあなたに,あ なたの家族 を無事 あわせ
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　　　　 　　　　　　 　　　　　 た まわん ことを」

　相手が,乗 りものにのる ときには,

　 　Njippaa　 jam.　 「あなたが平安の うちに着 きます よ うに」

　相手 と午 前中に別れ る ときには,

　 　Alla　nyallin　j　am.　 「ア ッラーが,午 前 中を無事す ごさせた まわん こ とを」

　相手 と夜に別 れ るときには〉次 の ようにい う。

　　Alla　hokku　 en　waalugo　 jam.　 「ア ッラーが,安 らけ き夜をあたえた まわん こと

　　　　 　　　　　　 　　　　　 　 を」

　　 Jam　 waala.　 「安 らけ き夜 を」

　　Mbaalen　 nder　jam.　 「安 らか に,休 も う」

　　Alla　finndin　en　jam.　 「ア ッラーが,わ れわれを平安の うちに 目ざめ させて くだ

　　　　 　　　　　　 　　　さるように」

　 なお,離 別の とき,次 の面会 を確かめ あ うときには,次 の よ うな,表 現を使 う。

　　 Sey　ni　see(fa.　 「す こした った ら」

　　 (Too,)sey　 yeeso.　 「(それでは)次 の ときまで」

　　 Sey　fajiri.　 「明朝 まで」

　　 Sey　janngo.　 「あす まで」

　　 Sey　to　Alla　hawti　en.　 「ア ッラーが,わ れわれ をあわせた ま うまで」

　　 Sey　mawri.　 「来年 まで」

　 6.挨 拶 表 現 の こ と ば 遊 び

　親 しいものど うしが,挨 拶表 現を もじった ことば遊び をす るこ とがあ る。 この よ う

な遊 びは,1980年 代 か ら街で きけ るよ うにな った。 た とえば,Noye　 a　doon?「 お ま

えは,生 きているか?」 とい う,問 いにたい し,Mi　 doon「 わ た しは,生 きてい る」

と答 えるかわ りに,Mi　 doom「 わ た しは,乾 燥 してい る(=貧 乏でお金がない)」 と

い う。 通常AIIa　 sabbinane「 ア ッラーが,あ なたを長 寿にいた らしめた まわん こと

を」にた い し,Alla　 cabbi　 name「 ア ッラーが,棍 棒 でお まえを粉 々に され ん こと

を」,ま た,Alla　 hokke　 jam「 ア ッラーがあなたに平安 をあた えられん ことを」 とい

うところを,Alla　 hokke　 jamde　 e　jiiba.　Alla　hadee　jamde　 e　kosde「 ア ッラーが,あ な
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たのポ ケッ トに金属(=お 金)を あたえたまわ ん ことを。ア ッラーが,あ なた の足 に,

金 属(=足 か せ)が つ くことを とめ られん ことを」 な どとい う。

　 いずれ の例 に も,本 来い うべ きことぽ と,こ とば遊び の例のあいだには,頭 韻 の存

在 がみ られ る。

7.お 　 わ 　 り　 に

　以上,カ メルーン北部のフルベ族の挨拶の言語表現について記述報告をおこなった

が,こ れでこの研究がおわったわけではない。挨拶の研究を発展させるために,今 後

の課題を提示 しておきたい。

7.1.借 用語 と異 部族 との共 生

　二人 の フルベ族がであ った ときに,で あい頭 に使 う,ア ッサ ラーム ・ア レイ クムに

しても,use.　 laaleeに して も,西 方方言 のsannuに して も,そ れ ぞれ ア ラビア語,カ

ヌ リ語,ハ ウサ語か らの借用語 である。東西両方言圏に住む,フ ル フルデ語 をは なす

遊牧民 ムボ ロロ族のなかには,foo,　 hoo,　foofo,　akuな ど とい ってであいの挨拶 をか

わす。 これ らの ことば も,他 民族か らの借用語であ る。 この ことは,も ともと,フ ル

ベ族 の挨拶 とい う考え方は,か れ らが,そ こに居住す るために無視 で きない,他 部族

との関わ りの なかか ら生 まれて きた ことを しめす。 しか しなが ら,い つ ごろか ら,ど

こで,こ の よ うな外来語 が定着 したか は,今 後研究す る必要 がある。

　東方方言圏におけ るuseの 多用 は,フ ルフル デ語におけ るカヌ リ語か らの,農 業,

住 居,食 料,商 業,社 会 関係な どに関す る多数 の語彙の借用 とともに,カ ヌ リ族 との

親密,か つ,長 期にわたる接触 をものがた ってい る。い ままで,カ ヌ リ族 とフルベ族

との関係に関す る研究は,け っして十分 でなか ったが,こ の方面 の研究が またれ る。

　 　 1

　 7.2.社 会変 化 と挨 拶

　19世紀初頭には じめられたイスラム教の聖戦は,各 地にイスラム教 と,王 政をもた

らした。王の住むところには,王 の家族を中心 とす る,「貴族」 と平民の階層を生み

だ した。また,聖 戦という名のもとに,奴 隷狩 りがおこなわれ,フ ルペ社会に多 くの

奴隷が流入 し,自 由人 と奴隷,解 放奴隷などの差が生まれてきた。聖戦の指導者たち

が,す ぐれたイスラム教師であったおかげで,各 地にモスクや コーラン学校がたてら

れた。こうして,イ スラム教に通 じた学のある人と,無 学の人 との差がでてきた。挨
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拶をだれがは じめ るか,ま た,挨 拶表現の内容に,こ の よ うな ヒエ ラルキーのある複

雑な社会 背景 を よみ とる ことができる。おそ ら く,挨 拶の通文化的研究をすれぽ,カ

メル ーン北部 の フルベ族 の挨拶 は,複 雑 なタイ プに属す るとお もわれ るが,こ れは,

比 較 以外 に手 段が な い。 と りあえず,グ ーデ ィ　 【GoODY　 19721が,ゴ ンジ ャ族

(Gonja)と ロ ダガア族(LoDagaa)の あ いだでや った ような,北 部 カ メル ーンの非

イスラムの他の少数部族 との比較研究 を した らよい とお もってい る。

　今 日,交 通機 関な どの発達 に よ り,西 方方言地域 と東方方言地域に双方の人hが,

お たがいにい りくんで住む よ うにな って きた。そ のため,従 来 きけなか った よ うな,

別 の方言に よる挨 拶表 現が,予 期 で きなか った場所 できけ る ように なった。独立後,

都 市化に ともな って,リ ンガ ・フランカ としての フル フルデ語(fulfulde　 bilkiire)を

は なす人 々が街 に住みだ した。 そのため,今 後,東 方方言 の挨拶 の言語表現の単純化

が予想 され る。 この研究 もまた,宿 題 の一 つである。

　 マル アの生活は,デ ィアマ レ地方 の農業,牧 畜 を基礎 とはす るが,そ の富の多 くは,

ボ ル ヌ地方 との交易に よって もた らされ る。商人 たちに よって もた らされ る富は,社

会 の上下関係に も う一つの尺度を もた らした。 と りわけ,一 方が,他 方か ら,な ん ら

か の恩恵 をひきだそ うとす るときは,旧 来 の上下 関係の無視 がみ られ る とい うことも

お こって くる(セ ネガルの ウォロフ族のあ いだ で類似 の報 告があ る)。 これは,贈 与

論 の立場か ら,ア プ ローチす ることもで きるが,い つ どの よ うに して どんな挨拶 をは

じめるか は,複 雑な要素のか らみあいで きめ られる。最近は,こ の説,フ ロー ・チ ャー

トな どを使 った,図 式化が さか んで ある[IRYINE　 1974;NADEN　 19801。 今 後 この よ

うな研究 が増 えて くるこ とが予想 され る。

7.3.キ ネ シ クスの可能 性

　 フルベ族 の社会生活 の基本的考 え方は,フ ルベ ら しさ(pulaaku)で あ り,そ の構

成要素 の うち恥 を知 る心(semteende),礼 儀 正 しさ(ladabu)が,形 式 的挨拶表現,

と相手 とのあいだに距離 を とる とい う習慣を生みだ してい ると考 え られ る。 しか しな

が ら,長 いあいだあ っていなか った親 しいものど うしが抱擁す るな どは,こ の フルベ

らしさな どでは説 明で きない ものである。 フルベ族におけ る距離の感覚,身 ぶ り,姿

勢 な どの挨拶 行動 のキネ シクス(kinesics)は,オ ーデ ィオ機器 を使 った研究が適 当

ではないだろ うか。
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